
平成 30 年 1 月吉日 

土木構造物の維持管理技術研修会 

「調査・診断/補修・補強 “ニューテクの今”2018 初夏」 

－ 第１６回技術研修会 発表技術の募集案内 － 

 

主催 ： 一般社団法人 日本構造物診断技術協会 

構造物診断士会 

 

一般社団法人  日本構造物診断技術協会 構造物診断士会では、「調査・診断 /補修・補強 “ニュ

ーテクの今”2018初夏」と題する技術研修会を開催いたします。 
つきましては、皆様方が保有されている鋼構造物あるいはコンクリート構造物の維持管理に関連する

技術をご紹介・発表していただきたく公募いたしますので、奮ってご応募くださいますようご案内申し上

げます。 
維持管理業務においては、対象構造物の劣化状況に応じて最も相応しい技術を選ぶことが極めて

重要ですが、その対応に苦慮することが多く、 また土木構造物の維持管理業務に適用される技術は

多岐にわたり、かつ日進月歩で進化していることから、幅広い技術情報を発信・習得することも重要な

課題です。 
当会ではこのような観点から、技術力向上の一助と実務者相互の情報交換のために、コンパクトな技

術交流の場を提供することを目的として、平成23年1月に第1回目の技術研修会を開催いたしましたと

ころ、多数の方々にご参加いただき、大変なご好評を得ることが出来ましたので、この行事を“ニューテ

クの今”と題するシリーズとして平成29年11月の研修会を含めて15回開催してまいりました。 
是非とも皆様が保有される貴重な技術を紹介して、販売および普及の場としてご活用していただけ

れば幸いに存じます。なお、この研修会は土木学会の継続教育制度（CPDプログラム）の認定を申請

いたします。また、発表された技術の紹介資料を協会「構造物診断士会」のホームページに掲載させて

いただきます。 

記 
研修会開催日時 ： 平成 30 年 6 月 29 日（金） 時間は午後の予定（詳細は別途案内） 
研修会開催場所 ： 埼玉県 川口駅前市民ホール フレンディア （JR 川口駅に隣接）  
発 表 技 術 内 容  ： 鋼構造物およびコンクリート構造物を対象とした 

                  ① 調査・点検技術分野  ② 診断技術分野   ③ 補修技術分野 
④ 補強技術分野      ⑤ 保守技術分野 

発表技術の選考 ： 発表技術の応募件数が多い場合には、所定数を構造物診断士会にて選

考いたしますことを、あらかじめご了承ください。 
なお、本研修会は今後も継続的に実施いたしますので今回の選考にもれ

た応募技術は、次回以降の優先候補とさせていただきます。 
発 表 の 形 態 ： ①  発表に必要な説明補助資料の配布や模型・実物によるデモンストレー

ション等も積極的に活用・実施してください。 
② 発表時間は、１件当り 20 分程度を予定しています。 
③ 聴講者数は 100 名を予定しています。 
④ 研修会では保全に関する著名な方による「特別講演」も実施します。 

発表の応募締切 ： ① 発表技術の応募申込締切日は平成 30 年 2 月 28 日（水）です。 
② 発表要領は、採用された方に改めてご連絡します。 

申   込   先 ： 添付の発表申込書に必要事項を記入し、メール、FAX または郵送にて 
お申し込みください。 

※ 発表していただきます技術 1 件につき展示協力費として 1 万円（ご発表者 1 名分の聴講参

加費を含む）のご協力をお願いいたしますので、あらかじめご了承願います。 
※ 過去 2 回分の発表状況を添付します。 

以 上 



＜“ニューテクの今”過去 2 回分の発表技術＞ 
 
 

① 第 14 回 “ニューテクの今” 2017 初夏 

 

平成 29 年 6 月 26 日開催 

紹

介

技

術 

① 最新コンクリート内部探査機の紹介 ＫＥＹＴＥＣ株式会社 

② 現場型気泡測定装置（HF-MAC02）による

コンクリート構造物の耐久性評価技術 
株式会社 八洋コンサルタント 

③ 塗替え塗装で採用される 1 種ケレン「循環

式エコクリーンブラスト工法」 
ヤマダインフラテクノス株式会社 

④ コンクリート可視化はく落防止工法「NAV-
G 工法（UV 仕様）」 

カジマ・リノベイト株式会社 

⑤ 
トンネル及びモルタル吹付法面に対する

調査技術の現状 株式会社 ダイム 

講

演 
特別講演 
「基礎の変状と健全度の判定」  

株式会社 ジェイアール総研エンジ

ニアリング 
 顧問  西村 昭彦 

 

② 第 15 回 “ニューテクの今” 2017 秋 

 

平成 29 年 11 月 22 日開催 

紹

介

技

術 

① ポータブル型 X 線残留応力測定装置μ -
X360 のインフラ維持管理での活用 

パルステック工業株式会社 

② 三次元レーザースキャナー等の活用事例

紹介 
株式会社 補修技術設計 

③ コンクリート構造物の変状調査報告書作

成支援システム「ピトレ」 
福美建設株式会社 

④ けい酸塩系表面含浸材の効果と最新技術 株式会社 アストン 

⑤ PC 配水池屋根架け替え工事 株式会社 安部日鋼工業 

講

演 

特別講演 
「「子孫に美田を残す」ために我われが今なす

べきことは？」  

東洋大学 理工学部 都市環境デザイン学科

教授  福手  勤  

 
 

敬称略 
 
 


